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 熱水地帯の化学及び生物的な活動に関する複合的な計測技術の開発を主な目的として、2005年4月

から５月にかけて沖縄トラフ鳩間海丘においてNT05-04(Leg1)航海を実施し、カルデラ内における熱水

活動を対象に、物理、化学、生物学的な見地から複合的な計測を行った。具体的な計測としては、図

１に示すような100mグリッドの測線を設定し、ハイパードルフィン#402、#403潜航において、３層の

深度一定面（深度：1365m, 1400m, 1435m）および海底面直上（一定高度：10m）の合計４層を航行し、

CTD、濁度、pH、ATP量（生物現存量）、マンガン濃度についての計測を試みた。また、図中●のポイン

トにおいて、それぞれの深度で海水サンプリングを行うと同時に、図中★のポイントには多層流向流

速計を設置して、カルデラ内の物理的な流れについても計測を行った。例えば、pHの計測については、

図２に示すようなマッピングの結果が得られており、これを流向流速の計測結果と比較することによ

り、カルデラ内のプルーム挙動について解析を行った。その結果、カルデラ中央部にあるビッグチム

ニーから噴出する熱水プルームは北東方向にたなびいていること、また、その挙動は、カルデラ内の

流れ場の時間変動に大きく依存することなどが明らかになった。プルームの挙動をより詳細に把握す

るためには、潮汐周期における位相に依存した流れ場の変動を知る必要がある。 

 一方、こうした複合計測を充実させるためには、特に生物系の計測機器の開発が必須であるが、今

回の調査ではマイクロ流体デバイス技術を駆使して新たに開発した現場型遺伝子解析システム

（IISA-Gene: Integrated In-situ Analyzer-Gene）を始めて実海域に投入した（図３a）。このシステ

ムは、図３bに示すようなマイクロ流体デバイスを内部に格納しており、このデバイス上で、海水中に

含まれる微生物を化学的に破砕し、その DNAの抽出、精製を行い、遺伝子増幅反応を行うことによっ

て、特定の遺伝子の計測を深海環境の現場で実行することができるシステムである。#402及び#403潜

航では、図１中の■の点で海水を採取し、解析を試みたが、システムのトラブルによって具体的なデ

ータは得られなかった。一方、#404潜航では、カルデラの北東部にある海山の調査を行い、IISA-Gene

のシステムの全機能が正常に動作することを確認した。得られたデータの妥当性については、詳細な

解析によって明らかにする必要があるが、今後システムの完成度を高める上で有用な知見を数多く得

ることができた。 

 以上のように、鳩間海丘において、CTD、濁度、pH、ATP量（生物現存量）、化学分析、遺伝子解析、

多層流向流速など、現状で考え得るかぎりの計測機器を投入し、多項目について観測を実現できたこ

とは、一つの大きな成果である。今後は、今回得られたデータの解析に加えて、さらに調査潜航を行

うことにより、熱水プルームの３次元的な挙動を物理、化学、生物学的な側面から詳細につかむ作業




